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製造ラインを最適化するフレキシブル生産システムに関する研究開発(第１報) 

－生産システム研究会の設立とデジタル化に向けた共通基盤の構築－ 

坂東直行*、久冨茂樹*、渡辺博己**、生駒晃大** 
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製造現場の労働力不足と多品種少量生産への対応が急務となる中、デジタル技術の導入と人材育成を目的とし

た「生産システム研究会」を立ち上げたので、その活動成果を述べる。本研究会では、県内中小企業のニーズに

基づき、自動化に関する知識共有として講演会および技術セミナーとしてハンズオンを実施した。汎用性の高い

IoT ベースシステムとして、M5Stack とNode-RED を採用した監視システムを、プログラミングの敷居を下げるロ

ーコードで開発するハンズオンを通じ、短期間でのシステム構築とデータ可視化の手法を提示した。 

 

1 はじめに 

製造業では生産性向上とコスト削減が常に求められて

いる。特に中小企業では競争力を高めるためにより効率

的な生産体制の構築が不可欠である。多品種少量生産に

おいては、柔軟な生産計画と迅速な対応が重要であり、

自動化技術の導入が急務となっている。また、労働力不

足が深刻化する中で、自動化技術を活用することで、人

手不足の問題を解決し、持続可能な生産体制を実現する

ことが求められている。 

そこで本研究は製造業における多品種少量生産に対応

するため、AIカメラや IoTを活用したセンシング技術を

開発し、製造ラインでのリアルタイムでのデータ収集と

生産計画の比較・分析を可能とする。これにより、生産

ラインの効率を最適化し、生産計画の変更に迅速に対応

する柔軟性の確保を目指している。 

一方で、県内製造業においては自動化を推進する人材

が不足しており、如何に人材を確保し、また育てていく

かが課題になっている。 

こうした状況を踏まえ、本研究では、研究成果を普及

する活動の一環として、生産システム研究会を設立した。

この研究会は、県内製造業を会員とし、生産体制の自動

化に関する知識や技術を学ぶ場であり、技術セミナーや

講演会の開催、会員間の情報交換・技術交流などによっ

て、自動化技術に関する疑問・悩みの解消、新たな気づ

きの発見を目指している。 

本報告では、この生産システム研究会について報告す

る。 

 

2 生産システム研究会 

研究会の設立にあたり、入会を希望する県内製造業に

「デジタル化・自動化に関して、解決したい課題」およ

び「課題解決に向けて、この研究会に期待すること」に

ついてアンケートで尋ねた。そこで得た回答を以下に示

す。 

 

デジタル化・自動化に関して、解決したい課題 

 デジタル化・自動化および AIに関する知識の習得 

 低コストで導入できるデジタル化・自動化手法の確

立 

 社内システムの属人化解消と自動化可能業務の整理 

 製造現場の自動化・省人化（ロボット、AGV、無人運

転など） 

 検査や設備保全へのデジタル技術の活用（外観検査、

異常検知） 

 生産関連データのデジタル化と見える化（図面、生

産状況など） 

 

課題解決に向けて、この研究会に期待すること 

 AI・ロボット・デジタル技術に関する基礎知識の習

得 

 デジタル化・自動化の事例の共有と学習 

 課題整理から PoC、本番導入までの進め方の習得 

 単純作業などの自動化の実現 

 社内課題の整理・優先順位付けと社内展開 

 小規模生産に適した自動化事例の共有・議論 

 

こうした回答を受け、生産システム研究会では、会員

に資する情報発信、学習機会の提供を行った。会員は22

社 27 名（令和 7 年 3 月 3 日時点）であり、令和 7 年度

は計 3 回開催し、内容は以下のとおりである。 

 

第 1 回 説明、基礎知識のレクチャー 

 （令和 7 年 8 月 29 日） 

初めての会合であったため、研究会の運営方針につい

て会員間で協議し、会員間の交流を促す目的で、各会員

から研究会に期待することについてのコメントを頂戴し

た。また、この研究会における生産システムとは何か、

 * 生産システム部 

** 情報技術部 
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およびデジタル技術の基礎知識について解説した（図

1）。 

 

第 2 回 IoTシステム構築ハンズオン 

 （令和 7 年 11 月 27 日） 

事前知識・技術レベルが会員間で様々であったため、

まずは議論できる共通の知識基盤をつくるべく、IoT シ

ステム構築のハンズオンを行った（図 2）。 

ハンズオンの内容については次章で詳しく説明する。 

 

第 3 回 公開技術講演会 

 （令和 8 年 2 月 2 日） 

県内企業の経営者ら 3 名を講師に招き、生産性向上に

向けた取り組みについて講演頂いた（図 3）。その中で、

大規模な生産管理システムを導入した際に、逆に人手不

足を助長してうまくいかなかった経験を踏まえ、社内の

細かな困りごとをデジタルツールを使って個別に解決す

ることにして効果を上げた事例などを紹介いただいた。

付加価値を生まないがやらなければいけない作業として、

例えば手順書の作成などの業務を効率化することなどが

労働時間の削減につながるなどの話題を提供いただいた。

また DX 推進においては近視眼的な費用対効果を求めず、

社内人材にデジタルツールを使える環境を与え、結果が

出るまで耐える覚悟をするなど、経営者に向けたアドバ

イスがあった。 

 

3 IoT システム 

本章では、ハンズオン教材とした IoT システム（以降、

本システム）について説明する。 

本システムの概要を図 4 に示す。本システムはセンサ

デバイスとホストコンピュータで構成される。センサデ

図 1 第 1 回研究会の様子 

図 2 第 2 回研究会の様子 

図 3 第 3 回研究会の様子 

図 4 IoT システムの概要 
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バイスは各種センサおよびセンサから取得したデータを

ホストコンピュータに送信するマイコンにより構成され

る。センサには、ハンズオン環境でデータが取得しやす

い温湿度センサを採用した。マイコンには、M5Stack 社

の M5Stack シリーズ AtomS3 を採用した。M5Stack は

Wi-Fi 等の通信機能を標準搭載したマイコンであり、こ

れを使うことで IoT デバイスが簡単に開発できる。 

ホストコンピュータには、センサデバイスから送られ

てきたデータを受け取り、データ処理、保存および可視

化するためのソフトウェアが必要になる。本システムで

は、ソフトウェアに Node-RED を採用した。Node-RED

とは、ハードウェアとそれを動かすためのソフトウェア、

インターネット上の各種サービスを簡単につなげられる

ようにすることを目標に開発されたソフトウェア 1)であ

り、オープンソースのため無償で誰でも利用できる。

M5Stack および Node-RED を採用した理由は、ローコー

ドでプログラムを開発できるためである（図 5、6）。

中小製造業において、プログラムをソースコードから作

成するプロコードは敷居が高い。また企業において継続

的に開発・運用される場合、担当者の交代が想定される。

そのため開発環境は一目でプログラム内容がイメージで

きるグラフィカルな開発環境が適当と考えた。 

データ通信には、TCP 通信を採用した。これは TCP

通信が広く普及したデータ通信方法であるとともに、製

造業における IoT の利用では多くの場合、屋内環境が想

定され、そこには既に LAN が敷設され、それを利用で

きると考えたためである。また、Wi-Fi を利用すれば配

線作業が不要であるため、センサデバイス数の増加にも

対応しやすい。なお、製造業において社内に導入する

IoT システムの開発に携わる者は、社内の情報機器担当

も兼任することが想定されることから、ここで学んだ知

識をもとに、社内のネットワークのトラブルにも対処で

きるようになる効果も期待できる。 

本システムの運用画面を図 7 に示す。グラフィカルに

データを可視化できており、画面を切り替えることなく

各データを一目で確認できるダッシュボード機能を実現

している。データの可視化においては、取得したデータ

の処理も学べるようにしており、本システムでは、温度、

湿度情報から熱中症評価指数 WBGT の近似値を計算し、

この値に基づいたアラート機能を搭載している。こうし

た経験を通じて、より複雑で高度な分析・判断に繋げて

いく足掛かりとなることを意図している。なお、本シス

テムの構築はおおよそ 1 日のレクチャーで可能である。 

本システムは製造現場における情報収集等に汎用的に

使えるベースシステムとなることを意図して構成してい

る。その応用例として、AC 電力消費量モニタ、QR コ

ードリーダ、RFID リーダなどを紹介した（図 8）。ハ

ンズオン受講者に対して、ここで習得した知識の活用先

図 6 Node-RED のプログラム開発環境 

図 5 M5Stack のプログラム開発環境 

図 8 応用事例の紹介風景 

図 7 システムの運用画面 
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についてアンケートで尋ねたところ、業務効率化や見え

る化への活用、センサやマイコンを用いた様々な応用可

能性に関する意見が見られた。具体的には以下の回答が

得られた。 

 ツールを使いこなせば色々なことができるため、生

産現場の成形機や事務所の温湿度管理に役立つ。 

 社内外の業務効率化、見える化に役立つ。 

 定期的に人が行わなければいけない作業を自動で行

い、記録が残せるようになれば、効率化が実現でき

そう。 

 小型で安価なマイコンモジュールで、センサを変え

ると様々な応用が考えられ、アイデア次第で役立つ

と考える。入退管理や物品管理など事務の効率化の

場面で役立つ。 

 各工程間にQRコードリーダを設置して加工伝票のQR

を読み、データベースとリンクさせることで、進捗

状況のリアルタイム監視と在庫の見える化ができ、

改善活動につながる。 

 

また、今後どのような知識を得たいかを尋ねたところ、

IoT システム構築に関する実践的な知識、センサに関す

る知識、および収集データの処理・分析手法に関する知

識を求める意見が見られた。具体的には以下の回答が得

られた。 

 組み合わせるハードウェア、ソフトウェアによって

様々なことができるため、より実用的な知識を習得

したい。 

 センサについての知識を取得したい。 

 今回得た知識を土台から実用にするには、時間も構

築経験も重ねていく必要があると考えるので、その

構築上の考え方やノウハウを深耕するためのアドバ

イス等が欲しい。 

 （IoT システム構築は）容易であることを社内で広

め、最初の一歩を踏み出すための壁を低くしたい。

そのためにもどんな事ができるのか、他社ではどん

なことをしているのかという情報を集めていきたい。 

 収集したデータの処理・分析手法を学びたい。 

 

こうした結果を受け、さらに実践的な知識の習得、ま

た今回取り上げられなかった AI やロボットの活用に関

する研究会を企画していく予定である。 

 

4 まとめ 

本研究では、県内製造業の多品種少量生産における生

産性向上を目指し、AIや IoTを活用したリアルタイムで

のデータ収集・分析基盤を開発するうえで、技術普及の

一環として「生産システム研究会」を設立した。  

会員へのアンケートの結果、現場では低コストで実現

できる自動化や AI・ロボット活用への高い関心がある

とわかった。そこで研究会ではM5StackとNode-REDを

用いた IoT システム構築のハンズオンを実施しローコー

ドによる開発手法を共有した。受講者からは現場の「見

える化」や業務効率化への活用に期待が寄せられており、

今後はより実践的なデータ分析手法の習得など、知識を

深掘りする活動を継続していく。 
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